つめたい いじの 悪い 雲が、 地べたに すれすれに 垂れ 

ましたので、 野 はら は 雪の あかり だか、 日の あかり だ 

か 判らない ようになりました。 

烏の 義勇 艦隊 は、 その 雲に 圧しつ けられて、 しかた 

とたん 

なく ちょっとの 間、 亜鉛の 板 を ひろげた ような 雪の 

た んぼ 力 はく 

田圃のう えに 横にな らんで 仮泊と いう こと を やり まし 

た。 

ふね 

どの 艦 も すこしも 動きません。 

まつ 黒く なめらかな 烏の 大&、 若い 艦隊 長 もしゃん 

と 立 つ たま まう ごきません。 

からすの 大 監督 はなお さらう ごき も ゆらぎ もいた し 



て 飛び あがりました。 烏の 大尉の 部下が 十八 隻、 順々 

か A かく 

に 飛び あが つ て 大尉に 続いて きちんと 間隔 をと つ て 進 

みました。 

それから 戦闘 艦隊が 三十 ニ隻、 次々 に 出発し、 その 

おご そ ま 

次に 大 監督の 大 艦長が 厳 かに 舞い あがりました。 

そのと き はもう まつ 先の 烏の 大尉 は、 四 へん ほど 空 

で 螺旋 を 巻いて しまって 雲の 鼻つ 端まで 行って、 そこ 

からこん ど はまつ 直ぐに 向う の杜に 進む ところでした。 

じゅんようかん ほうかん 

一 一十 九隻の 巡洋艦 、 一 一十 五隻の 砲艦が、 だんだん だ 

ん だん 飛び あがりました。 おしまいの ニ隻 は、 いつ 

しょに 出発し ました。 ここらが どうも 烏の 軍隊の 不規 



律な と， ，- ろです。 

烏の 大尉 は、 杜の すぐ 近くまで 行って、 左に曲がり 

ました。 

たいまう 

そのと き 烏の 大 監督が、 「大砲 撃てつ ご と 号令し ま 

した。 

艦隊 は 一 斉に、 が あが あが あが あ、 大砲 をう ちまし 

た。 

かたちし -r 3 

大砲 をう つと き、 片脚を ぶんとう しろへ 挙げる 艦 は 

せんえき 

この 前の 二 ダナ トラの 戦役での 負傷 兵で、 音が まだ 脚 

の 神経に ひびく のです。 

まわ 

さて、 空 を 大きく 四 へん 廻った とき、 大 監督が、 



の 大尉の，. 許嫁 でした。 

「が あが あ、 遅くな つて 失敬。 今日の 演習で 疲れない 

力 レ 」 

「か あお、 ずいぶんお 待ちした わ。 いっこう つかれな 

くて よご 

「そうか。 それ は 結構 だ。 しかし おれ はこん どし ばら 

くお まえと 別れなければ なるまい よご 

「あら、 どうして、 まあ 大 へんだ わご 

「戦闘 艦隊 長の はなしで は、 おれ は あした 山 烏 を 追い 

に 行く の だそう だ ご 

「まあ、 山 烏 は 強いので しょうご 



のま わり を かけめぐ リ ます。 

とっかん せんとう 

「突貫 ご 烏の 大尉 は 先登に なって まっしぐらに 北へ 

進みました。 

と はがね しろび かり 

もう 東の 空 は あたらしく 研いだ 鋼 のよう な 白光 で 

山 烏 は あわてて 枝 をけ 立てました。 そして 大きく は 

ね を ひろげて 北の方へ 遁げ出そうと しました が、 もう 

くちくかん 

そのと き は 駆逐艦た ち はま ゎリ をす つかり 囲んで いま 

した。 

「が あ、 が あ、 が あ、 が あ、 が あ」 大砲の 音 は 耳 もつ 

んぼ になり そうです。 山 急 は 仕方なく ay を ぐらぐらし 



列に 戻って、 いま マジ エルの 星の 居る あたりの 青ぞら 

を 仰ぎました。 (ああ、 マジ エル 様、 どうか 憎む ことの 

できない 敵 を 殺さないで いいように 早く この 世界が な 

ります ように、 そのため ならば、 わたくしの からだな 

ど は、 何 べん 引き裂かれても かまいません。) マジ エル 

の 星が、 ちょうど 来て いる あたりの 青ぞら から、 青い 

ひかりが うら うらと 湧きました。 

美しく まつ 黒な 砲艦の 烏 は、 その あいだ 中、 みんな 

といつ しょに、 不動の 姿勢 をと つて 列びながら、 始終 

きらきら きらきら 涙 を こぼしました。 砲艦 長 は それ を 

見ない ふりして いました。 あしたから、 また 許嫁と 
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